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ま全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品をま全に正しく使用するた値に、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び死じ、重傷を負ラ可能性、または火災の可能性 
び想定される内容を示していまず。 

A 注意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び傷書を負ラ可能性や物的損害の発生び想定され 
る内容を示しています。 


♦お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 ® ® ® 

この絵表示は、「禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「ま意」していただく内容でず。 

O C 

この絵表示は、必ずしていただく r 指示」巧容です。 


♦説明文中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


I ★ガソリン使用禁止 I 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使巧し 
ないで < ださい。 

少量の混入でを、火災の原因になります。 


(§) 

ガソリン禁止 


i ★給排気筒トップ閱そ < 盾険 I 

給排気筒トツプの周りび雪で成さびれたままで 
使用しないでください。みさびれているとをは、 
除雪して < ださい。 

閉そくしていると運転中に排ガスび温室内に漏 
れて、危険です。 



0 


I 女給排気筒(管，ホース）がれを険 I 

給排気筒(管、ホース）びがれたまま使用しない 
で < ださい。 

外れていると運転中に排ガスび温室內に漏れて、 
危険です 。ゾ -, 



0 


皮を I 員の营喔！禁 1 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類び落下して乂びつき、乂災の原因になりま 



0 


告 （ WARNING) 


お使いになる前に 







安全のために必ずお守りください 



確認 


意 （ CAUTION) 


I ★力ーテン、可燃物近接禁止 I 

カーテンや燃えやすいおののそばなどでは使用 
しないでください。紙などを近くに置かないで 
<ださい。 

火災び発生ずるおそれびあります。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の標 
準据付け例を参照してください。 


I ★給油時消火 I 

給油は、必ず消火してからおこなってください< 
火災のおそれびあ0ます。 


〇 

消乂 


★油漏れ確認 I 


I ★異常時使用禁止 I 

万一異常を感じたとさは、使用しないでください< 
異常燃焼のおそれびあります。 


嗟がをかけない巧 

ストーブやリモコンに雨や水がかからないよう 
にして < ださい。故障や火災のおそれびあります< 


油タンク-ゴム製送油管-接含部および磯器等からの巧油 
漏れがないことを確認の上ご使用ください。 

灯油び漏れていると火災のおそれびありまず。 


j 扇れを確認 


j ム製送油管 


I ★温風 吹出□をふ さがなしリ 

を類、紙、植物などで温風吹出口や空気取入口 
をふさがないで < ださい。 

を類、紙、植物などでふさぐと、異常燃焼や乂 
災の原因になります。 


I ★スプレー吿厳禁 

スプレー吿やカセツトこんろ用ボンベなどをス 
I -ープの上や前(周囲に)や温風のあたるところ 
に放置しないで < ださい。 

熱で宙の圧力び上びり、爆発して危険です。 
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I ★指や異物を入れな巧 

温風吹出□や空気取入口などに、指や異物を入 
れた〇しないで< ださい。 

けびや火災のおそれびあ0ます。 


[^9B 


隆 


3 


、 高温部、給排気筒トップ、 
どをふれないで < ださい。 
ります。 


0 


★電源コードを層めなし j 

電源コードに無理な力を加えたり傷 
付たり束ねたり、物をのせたり加工 
しないでください。また、電源プラ 
グを抜くときは、コードを持って引 
さ抜かないでください。 

電源コードび破損し、火がや感電の 
原因になりまず。 


古 in 間堡用しないときは電源三う錢抜く」 

長期間使用しないとさは電源プラグ 
をコンセントから抜いてください。 

火災や予想しない事故の原因となり 

ます。 電源プラグを巧く 


0 


!★改造使用の禁止 I 

改造して使用しないでください。 
また、ストーブや給排気筒には床隨 
房用の熱交換器などを取り付けない 
で < ださい。 

火災や、排ガスび温室内に漏れる原 
因となり、危険でず。 


吊電源プ号グは確実に差_レ込む I 

電源プラグはコンセントに根元まで 
確実に差し込んでください。 ■■ 

また、傷んだプラグやゆるんだ]^ 

I ンセントは使用しないで < ださい 。 j iM 7^^ 
火災の原因になりまず。 ^ 

妃れた手での扳を差しはしない I 
で < ださい。 

感電の原因になります。 U > 


しつか y と 


I ★分解修理の禁止 I 

故障、破損した5、使用しないでく 
ださい。 

不完全な修理は、を険でず。 分自?禁止 




巧が巧 


_★腰をかはをり物を_のせをい 1 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしない 
で<ださい。ストーブの故障や、やけどのおそ 
れびあります。ストーブの上に花びんや、水を 
入れたちのなどを置かないでください。水びか 
かると漏電や故搭のおそれびあります。 



0 


I ★給排気筒付近の可燃物近接禁止 I 

給排気筒トツプの近くに、灯油や可燃物など引 
火のおそれのあるものを置かないでください。 
火災のおそれびあります。 


0 


意 （ CAUTION) 


お使いになる前に 














安全のために必ずお守り < ださい 


意 （ CAUTION) 


幸亀漏ララグをお手-天巧をずる I [去富地(標高 iggom な王)では梗届禁正 



ときどきは電源プラグを抜き、ほこ 
り（及び金應)を除をしてください。 ■■ 
(ほこりや麵がたまると湿気などス y 
で絶緑不良になり）火災の原因にな 指术 

0 ます。 


r ★地面には据巧けなしを j 

直接地面には据付けないでください。 
謂や故障の原因になります。 



0 


★お子様やお年寄りのご使用にま意 I 


お子様やお年寄り、体のご不自由な 
方びお使いになる場合は、やけどな 
どについて、周囲の人び充分にミ主意 
して < ださい。 


A 

注意 


酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 



0 

使用禁止 


I ★可燃性力‘ス使用禁止 I 

ストーブを使用している遍室で、可 
燃性ガスび発生するもの(ガソリン 、(X I 
ベンジン、シンナ-)、スプレ-を使、ゾ 
用しないでください。 使用禁止 

火災や故障の原因になりまず。 


I ★温室お外での偉用霉止！ 

ストーブは温室の隱房用としてつく 
ら n たものです。 fXj 

-般の居室内や乾燥室、飼育室、エ 
場などでは絶対に使巧しないでくだ 使用禁止 
さい。 



願い （ NCmCE) 


★'な油の廃案 


け了油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談<ださい。 


使用ずる場所 


み刻案的 ici 吊ず i 忘をに 

♦温風の循環や放射熱を巧げるちのびない場所に設置してください。 
均一に温室を暖めます。 
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各部のなまえ 




































各部のなまス 


r 操作-表示部のなまえと使いかた，「点 fl 」• r 点ミ威」の意味） 

リモコン 


_デジタル表示部 _ 

■♦'白卢ホ子 

誠温度飘温度を; S 度…… 

X— V 1日む〜32むまで設定温度を選 

G こ S pri ) 択できます。 

VC - lAlJiy 室内温度…… 

〇時計♦湿度 -目む〜 3 日でまで表示しまず。 

■ほ温表の • 局温表ル 
「しコ」……室内温度び 
-1 日む L 以下。 

「W , J ……室内温度び 
：3目で!;(上。 

設定温度室内温度■現在時刻表示 
f J 4 _ V 現在の時刻を表示します。 

し _ 8 ぶ しリ 

•時計〇温度 

誠温度室の髓■コ□ン 
X - V - V 時刻表示 ••••-- 1秒間毎に 

( 巧:: on ) 「点滅」しまず。 

運転中……予備燃焼時に 
♦時計〇温度'\ 1砂間に2回 

=■□ ン 「点滅」します。 

設定温度室喊晶度■自動的に消乂したとさの表示 

自己診断機能により、異常時に 
【トト 'つ I はが•ご〜 K 5でを表示します。 

/ (2 日ぺ-ジ参照） 

〇時計〇温度 



1 ^ 










転ランプ B 

点灯 . 運転中 

11ページ参照 


あげるさげる 


入切 


_室温/時計合わせボタン_ 

室温の設定、時計の設定に使います。 

♦室温設定の場食 

室温設定をお好みの温度に設定することびで 
さます。 

® あるいは@のボタンを押してをわせて 
<ださい。 

♦時刻設定の場合 

® あるいは@のボタンを巧して合わせて 
<ださい。 

] 日、12ページ参照 


お使いになる前に 








使う前の準備 


燃料について 

® 燃料は、灯油 （ J に1号灯油）を必ず使用してください。 

A 警告 

> 

1★ガソリン使用禁止1 ^ 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 

触しないでください。 v §>/ 

少、量の混入でも、火災の願になります。 取、巧 ガソリン禁 1 卜 


•ガソ U ン、シンナーおよびこれ6び混入した灯 
油、変質な油、巧れた灯油、水やごみの混じつ 
ている灯油などは、絶対に使用しないで<ださ 
い。 

•灯油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で巧油専用容器を使って保 
管して < ださい。 


口■油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息を吹をかけまず 
(火の気のないところでおこなつてください） 

〇灯油 

X ガソリン 

,/fii 

、、卜 を风 

み巧!） 


1,濡れたままです。 

すぐ乾いてしまいまず。， 


給油のしかた 


給油の際の手順と注意 


油タンクに給油ずる。 

•油タンクの給油□ふたをはずし、阿油を市販の給油ポンプで 
油量計を見なびら給油してください。 

★給油の際は、給油□フィルターを取り去らないでください。 



給油の際にこぼれた灯油をふきとる。 

★給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみびた 
まっておれば給油□フィルターをいったん取りはずし、給油 
口か 5 巿販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、水やご 
みなどを吸いだして < ださい。 


3給油□ふたを必ず元通りに閉める。 


燃料切れの注意 



女燃焼中に灯油がなくなると消火します。 

このときデジタル表示部に r ら E 引又は「が S 」 を表示し、異常びあったことを知 5 せます。 

が由タンクに口油びあるのに 「ら写三'」刘がが S 」 び表示するときは、送油経路のつまり、空気たまりが 
考えられます。このようなときは日ページの が^載^ や 「定油面器の U セットボタンのセッ 
卜」 を参照して送油経路の点検をしてください。 

♦再運転する場合は、本体温度び充分下びってから油タンクに給油し、 「運転スイッチ」 を一度 r 切」 にして 
から r 入 J にして < ださい。 

心 

















★送油管の途中が山形になったり、もつれたりしていますと、送油 
管の中に空気がたまって油が流れないためにストーブは rff ,?」 
や r ら5 S 」 を表示して消火動作をおこないます。 

このよラなとさは政下の手順で処置をしてください。 

(灯油をこぼさないよラにを意してください。） 

①バルブを全閉にする。 

③ 送油管に山形(高低)びないよラに平らにする。 

感ス I -ーブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先 
端をバケツなどな油をためることびでさる容器に入れはずれない 
ように固定する。 

④ バルブを全開にし、忠由管から好油に空気び混じ5なし、状態で連 
続して流れ出ることを確認する。 

ミ主意：バルブを全開にしてを巧油びまったく出ない場合は油タン 
クとストーブ本体との落差(約3日 cm 必要)びない攝含をあり 
ますので確認-姐置して<ださい。 

⑥ 確認でさたらバルブを全開にする。 

愈送油管をストーブ本体に接続する。 

⑦ バルブを全開にする。 

透)ストーブ本体の側面にある赤色のリセットボタンを下へ]回押ず。 
⑨ストープを運転する。 


空気 送ミ由管 




型!，, 蛾 i , 


油タンク 


リセットボタン 


※製品の側面にお D ます 


点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

•ストーブの置台又は送油経路(送油管の接続部など）に油漏れびないか確かめてください。 

万一、油漏れしている場合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社支店.営業所に 
ご相談ください。 

給気ホース-排気筒接続の確認 

♦給気ホース-排気筒が正しく接続されているか確認してください。がれていると運転中に排ガスが漏れ 
大変危険です。 

ストープ周辺の確認 

♦ストーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引义物や可燃物を置かないでください。 

定油面器のリセットボタンのセット \ 

♦本体側面にある定油面器の赤いリセットボタンを、下へ1固押してください。 

点乂するたびにセットする必要はありませんび、シーズン初めや、本体設置 / 

場所を変更したとき、又は対震自動消火装置び作動したあと再運転するとき たぉを/ 

は、 U セットボタンをちラー度、押しなおしてください。 


-お願い- 

- U セツトボタンは日秒政上巧し続けたり、カラーを外して押さないでください。 
►定油面器から巧油があみれたり燃焼び継続しないことびあります。 



リセット 
__ボタン 


L 空気抜きの方法] 


お使いになる前に 




使う前の準備 


現在時刻のセツ 



★電源プラグをコンセント(家庭用 AC 
100 V )に確実に差し込む。 

•デジタル表示部はち図のよラに時計 
と:3が「点灯」しますので、現在 
の時刻をセツトしてください。 



設定遍度き内溫度 

(EE) 


♦時計〇温度 



現在時刻が午後 7 時 10 分の場合 

① ® または@のボタンを1度 f 甲ず。 

「ピ ッ」 と音がして「時計」表示び「点滅」します。 

( D デジタル表示を見なが曰®のボタンを押して 
:弓 に台わせる。 

(3) デジタル表示を見なが5@のボタンを押して 
10 に含わせる。 


離温度卽温度 



♦時計〇温度 


♦ のボタンは、1度押ずごとに1時間または1分間ずつ進みまず。巧し続けますと連続 

的に進みまず。 

♦時刻合わせをする場含は、「時計」表示び r 点滅 J している （10 秒間）に® - @のどちらかのボタ 
ンを押して < ださし、。 

時効合わせがでをなかった場合は、ちラー度©または@のボタンを押してやり直してくださ 
し'!。 


(4) 「時計」表をが、 r 点減 J か目 r 点打 J に変わり、設定が完了しまず。 
. -お願い- 

女ストーブの時刻表あび狂ったりする場合は、コンセントを一度振いて、 
もラー度差し込み直して、時刻を設定してみてください。それでち直 
5ないとさはお買い求曲の販売店までお問い合わせください。 

女ストーブに初めて通電したとさや、停電禮や、電源プラグを撫いて再 
通電した場含、デジタル表示はち固のよラに表示され、「時計 J 表示び 
「点'灯」しまずので、現在の時刻を設定してください。 


說温度き嘛度 

•時計〇温度 









使用方法 


設定温度^き巧温度室温設定 

魯^^ 

〇時計,温度ぁをるさ;る 


、[■湿度 J 表示 


①油タンクのバルブつまみを「き開」にずる。 


運転 


入切 


,運転ランプ B 


,運拓スイッチ 



③「運閱スイッチ」を巧して「入」にする。 

♦ r ピッ」と音がして「運乾ランプ A 」 び「点滅」し、 r 運転ランプ B 」 び r 点な」します。 
•「温度」表示が「点な」し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示しまず。 


(3) 約2分後に自動的に点火し、 r 運乾ランプ A 」 が「点灯」に変わりまず。 

. -お願い- 

★ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料や加工油などの焼けるような臭いがする場合 
があります。 

このような場合は、温室の窓(給排気筒トップ取巧け場所より離れた巧)をかし開け、半曰か61 
曰程度、「強」運転をしてください。 

★初めて運転するとさは、送油経路に充分燃料び供給されていないため、一回で点火しない場合び 
ありますから、しばらく待ってか5をラー度点火操作をおこなってください。 

★] 〜2回点火操作をして、点火しなかった場合、何回ち点火しないでください。バーナー内に灯 
油がたま0ます。販売店にご連絡<ださい。 

★点火後約日分間は、温度調節に関係なく r 弱燃焼」します。 

女点义後約2分間は、巧流用ファンは回りません。 

女室温び日むし; TF の場含は、点火までの時間は約 4 分になります。 


デジタル表示部 


運転ランプ A 


点义（通常運転) 


使いかた 





使用方法 


义力調節（室温の調節…運転中にしかでをません) 


デジタル表示部 


r 設定遍度^巧温度室温設定 

\。時甲^^るぶ"^ • 


運転 


入切 



r 温度」表示 



離晶度き巧遍度 

温度設定しない塌含や停電や電源コードを巧いた後再運転ずる 
塌台は、 「 み: '_!( 2日む）び設定温度とな D ます。 

户二ぃ — r 〇つ、 
レん'しゾ 


〇時計•温度 


0 ® または③ボタンを1度巧ず。 

♦「ピッ」と音びして「溫剧表示び、「点滅」します。 


( D 温度を上げるとを。 

♦デジタル表示を見なび 6(1^ のボタンを巧す。 

(3) 温度を下げるとを。 

♦デジタル表示を見なび5 @のボタンを押す。 

♦温廣設定をする場合は「温度_!表示び r 点滅」している間に® - @ボタンのどちらかを押してく 
ださい。設定でをなかった場合はちう一度押して、やり直してください。 

•設定温度は1日で〜32む、室温表示は一9で〜3日でまで表示します。 

♦室温表示は蜜温び一1日むし: TF の場を 「Lo J 、 3目で政上の場合は 「W ,」と表示します。 
♦設定された室温にコント□ールずるために自動的に r 強」•「中」•「弱」 ‘ r 消乂 J 運転をくり返しまず。 

♦一度温度設をしますと、その温度を記憶していまずので変更をしない限り、「消乂 J 後再運転する 
場合を同一設定温度になります。 


-お願い- 

本体背面の溫度センサーは、工事説明書の〔温度センを一お雨線(移動)つを養照して、適切な位置 
に付け替えてください。 


公 







■ 


消义 


■ 




設定温度卽温度室温設定 

盾題)® 

〇聯〇温度ぁも）さ;る 


運転 


入切 


な 


運掠ランプ目 


①「運転スイッチ」を押して r 切」にずる。 

♦「運転ランプ日」び「消巧」し、「運転ランプ A 」 びしば5く「点滅」してから、 r 消灯」します。 
•デジタル表お部は、現在の時刻を表示します。 


消火機約3分間は対流用フアンは回転し続けます。その後自動的に停止します。 
巧流用フアンが止まるまで、電源プラグを抜かないでください。 


-お願い- 

★ス I ''ーブの消火は電源プラグをコンセントから抜さとったり、ストーブをゆずって消してはいけ 
ません。 


消义後再点乂するとをのを意 


★消火後ずぐに巧点火ずると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出ることびありますので、しばら 
く（約1日分間)待ってか5再点乂してください。 


_ 使用上のを意 _ 

★ご使用中に、においがしたり目がしみる攝合は、給が気筒やパッキン部か日も排ガスがもれているこ 
とが考え5れ危横です。使巧ずるのをやめてお買い求め販売店にご相談ください。 

★屋外の給排気筒トップび雪に埋われたり、結氷していないか 
曰常点おして < ださい。 

★このス I —ブは、雷に対する安全磯構をそなえていますび、 

雷の条件によってはストーブび故障することびあります。雷 
が発生したら電源プラグをコンセントから振いてくださると 
安全です。またストーブをいためることをありません。 

★正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び混じりまず。又炎はある程度片寄ったり、ゆれること 
がありますが異常ではありません。 



ぶ 













安全装置 


♦ま全装置が作動するのは何5かの異常があるときでずか6、下記の処置をしてち正常にな5ない 
とさは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

♦安全装置び作動した場含は、 r 運転スイッチ」を押し r 切」にしてから、下記の処置をおこない、再 
度「運転スイッチ」を押して「入」にしてくださし、（再点火操作） 


ま全装置 

はた 5さ 

処 置 

対震自動消乂装置 

EE 5 

♦運転中にストーブ本体び地震(震度約日し U 上） 

や強い振動、衝撃を受けた場合、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

1 

★地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒のがれな 
ど異萬びないことを確認し 
てか5再点火してくださし、。 

点火ま全装置 
が，？ 

1 

♦点火ヒーターなどの赤熱不足による点火不良。 

♦点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとさに、運転を停 
止します。 

★点火ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したときはバ 
ーナー底にな油びたまりま 
す。たまった巧油をふを取 
ってから、 ご使巧ください。 
(販売店にご相談ください） 

停電を全装置 

EE 0 

•運転中に停電や電源プラグを抜くなどして蕾 
源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 

♦再び通電されてち運転しません。 

★再点火操作をします。 

★現在時刻の設定をやりなお 
しまず。 

燃焼制御装置 

EE B 

♦燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

,★再点火操作をします。 

過熱防止装置 
が‘ぷ 

♦巧流用ファンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でス1''ーブび異常過熱したとさ、また 
はファンフィルターにほこりびつまった場合 
に、火災などの危険を防ぐために燃焼を停止 
しぶ 0 

★対流用フアンフイルターの 
ほこりを取り除いてから、 

再点火操作をします。 

★処置をしてを、繰返し作動 
するとをは、いったん運転 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡してください。 

も弓表示は安全装置び作動したとさのエラー表示でず。 

詳しくは、2日ページを参照してください。 

あ願い - 

おずストーブを消火し、本体 
温度び充分下がってからおこ 
なってください。 






♦送油経路やス I ブに油漏れかまたは油のた 
まり、油にじみびあるかどラかを調べる。給 
油のときこぼれた灯油はよくふきとってくだ 
さい。 

万一油漏れによって油のたまり、油にじみび 
生じているときは、消火操作をし、原因をた 
しかめ防漏処置をし、油漏れびなくなったこ 
とを確認してか5点火操作をしてください。 


•送油管から油漏れびないか点検し、亀裂など 
びあれば交換して < ださい。 

♦ゴム製送油管は2年に1度は新しい物に交換 
されることをおずずゆします。 

♦屋外配管をする場合は、銅配管でおこなって 
ください。 


♦ス I ブ背面のファンフィルターを引き抜い 
てから、ほこりを電気掃除機などで取り除い 



ぶ 


•ス I -ーブの周囲は、萬に藝理、清掃し、燃え 
やすいちのを置かないよラにして<ださい。 
♦ス I -ーブはいつお清潔に掃除して<ださい。 
巧れたままのご使用は危険のちとですし、ス 
トーブのいたみを早めます。 

♦給排気筒巧びトップの周囲には、危険物や障 
害物びないよラにして < ださい。 


>ス|-ーブについたほこりや巧れは、掃除機で 
聰い取った0固< しぼった濡れ雑巾などでご、 
き取ってください。 


•燃焼中に排ガスのにおいびしたり、給排気筒 
トツプか5すすび出ていないか確認してくだ 
さい。 

異常があれば販売店に連絡してください。 


♦のぞを窓びすずで巧れてくるよラな塌合や、 
破れがある場をは、販売店に相談の上、修理 
交換してください。 


★のぞを窓 


★フアンフイルター 


★ほこり 


★送油管 I 

_ 」 


★臭気. ずす 


★周囲の状態 




★油漏れ、油のたまり、油のにじみ 


曰常の点検-手入れ 

点検-手入れのとをのを意 

女点検•手入れをおこなうときは、ストーブを消火し、ストーブが巧分冷えてか5手袋をはめて、お、 
ず電源プラグを抜いておこなってください。 

★電装部品や燃焼部のおりはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


使いかた 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 










日常の点検.手入れ 



★油タンク内の水] 

♦油タンクに水やごみがたまっているようでし 
たら、 ドレン抜さや、油タンクのストレーナ 
などか5たまった水やごみを取り除いて<だ 
さい。 


♦給油□フイルターびごみやほこ0で目ゴま〇 
しまずと、給油時に給油口よりあふれ出たり 
します。給油□フイルターを取出して、付着 
したごみやほこりを取り隙いてください。 


電源プラグ-コンセント 


♦ 


♦電源プラグ、コンセントにほこりやちれびたまると火災の原 
因になることびありまず。 3箇月に]〜2回電源プラグをコ 
ンセントか6损いて、付着したほこりや巧れを取り除いてく 
ださい。 


* パ^/心_ 

♦燃焼中、温室内ににおいがこちるよラな場含 
は、とくにま意して点検してください。 
♦燃焼筒とバーナーの接続部、燃焼筒と熱交 
換器の接続部 

♦点乂 ヒーターの 取り付け部 


♦点火ヒーター及びパッキンびちくなり、切れ 
たり、すさまなどびあると、点乂不良及びガ 
ス漏れの原因になりまず。（販売店にご相談 
ください） 







♦給排気筒の接続部の外れ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、トップの周囲に可燃物がないかなど 
を、とをどを点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製の IJ ング （0 リング)は耐熱性のものでずび、2〜3年で炭化 
することびありまず。ゴムの硬化巧び割れなどびある場合には、においや排ガスび右れるおそれび 
ありますので新しい部品に交換してください。 

■給気ホースびふさびっていないか点検して<ださい。 



0 U ング 

種類 

運動用日リング 

呼び径 

P 39 4種 C 

材質 

シ IJ コンゴム 


•地麗などにより製品に振動、衝撃が加わったときは、運乾をずる前に必ず;欠の点検を実施してくださ 
し、。 


•機器の損傷の点檢 ♦給排気筒回りの外れ、漏れの点検 •送油経路からの油漏れの点検 

★点検で異常がみつかったとさや、点檢したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいびしたり目びし 
みる場をは、使用を中止して、販売店または別紙の I お客様相談窓口こ覧1 に修理依頼をしてくださ 
し、。 


点検内容 


お客様ホ目談窓□一覧 


曰常の点検-手入れ 



★燃焼リング、 バーナー 


•燃焼リング、バーナーは高温になりますので焼損ずることびあります。とさどさ点検し、変おや焼損 
していたら早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 


★給排気筒 


ご使用中、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒やパッキン部か5排ガスびもれていること 
が考えられ危険です。点検後お買いボめの販売店にご相談ください。 


地震などの災害び発生したときの点横について 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 









定期点検 

/--- 

長期間ご使用になりますと、機器の点検がが要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適 
にま全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お冒い上げ店、 
又は修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保守協会 (TEL03-349 日- 2928) でおこなう巧術管理講習 
を修了者(石油機器巧術管理±)など〕のいる店、当社ま店•営業所などに点横依頼されることをおす 
すめします。 


f 定期点検の内容 1 

項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

♦定油面器-ストレーナの掃除 ♦油タンクの水おを 

♦送油経路の油われ 

機能部品の点検- 
確 認 

•電気配線-安全装置のはたらさ♦操作部品-動く部品のはたらを 

消锦しやずい部品 
の点検■交換 

参点火ヒーター、燃焼リング 

掃除-点検-整備 

♦本体内部、フアン フイ ルター、対流用送風機、ブ □ア ケース(ブロア モー ター） 
♦各接続部のパッキン、日リング♦給排気筒の接続、つまり j 


故障-異常の見分けかたと処置方法 

修理を依頼される前に調べていただきたいこと 


♦修理を依頼される前に下表の內容を確認してください。 

下表のよラな状態は故障ではありません。 

が 態 

説 明 

初めて使巧するとを、けむ0作においび出る。 

燃焼部に付着した油やほこりなどび焼けるたかで 
ず。 

点火後数分間、とさどを炎び大をくなる。 

燃焼部び冷えているためでず。 

点火-消火時に r キシミ音」びする。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音です。 

点火してもすぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないためであ D 、 ストーブ内部 
び隱まると自動的に出まず。 

初めて使用するときは、電磁ポンプの振動 
音が大さい。 

ポンプ内に空気び混入しているためです。しばら 
くすると止まります。 

「カチカチ」時計のよラな音びする。 

電磁ポンプの運転音でず。 

燃焼筒や熱交撰器の一部びラす赤く赤熱す 
る。 

異常ではありません。 

とをどさ黄色い炎びでる。 

異常ではあ0ません。 









故障.異常の見分けかたと処置方法 


\ 現象 

原因 \ 

運 

暂 

ン 

プ 

A 

び 

点 

丹 

し 

な 

し'! 

点 

火 

し 

な 

い 

炎 

び 

大 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

黄 

火 

で 

ち 

义 

る 

使 

用 

中 

C 曰 
/皿 

室 

巧 

び 

に 

お 

ラ 

使 

用 

中 

急 

に 

消 

义 

る 

置 

公 

巨 

油 

に 

じ 

み 

び 

お 

る 

び 

び 

D 

8 

出 

る 

ご曰 
/皿 

風 

び 

で 

な 

い 

処置ち法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









電源プラグをコンセントに 
差し込んでください 

1 で巧し/ 

〇 





〇 
EE 日 




停電復帰後点乂し直してく 
ださい 

対震自動消乂装置び 
作動した 






〇 

EES 




定ミ由固器の IJ セットボタンを押し 
てか 5 再点火操作をしてください 

油タンクに水び入つ 
ている 


〇 

〇 



〇 

EEB 




水混入のな油をしっかり 
抜いて<ださい 

油タンクに灯油が 
ない 


〇 




〇 

EEB 




巧油を入れて<ださい 

不良な油を使话した 


〇 
け 3 

〇 

〇 






販売店または別紙のお客様相 
談窓 □一 費にご相談<ださい 

配線不良びある 

〇 


〇 

〇 


〇 




// 

コント□ーラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 




// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





〇 


〇 

〇 


// 

フレーム □ッ ド不良 






〇 

EEB 




// 

電磁ポンプ不良 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

fffi 




// 

点火 ヒーター 不良 


〇 








// 

排気筒接続不良 





〇 

EE 3 D 





排気筒の接続を確認してく 
ださい 


♦この表の r が」は、20ぺージIデジタル表おの見方]を参照してください。 

ぶ 


_ ぶ賠 • 診断:7^エックを 

★この表政外に不具合があるとをは、お買求めの販売店にご相談下さい。 


お手入れ•アフタ—ヴービス 










故障-異常の見分けかたと処置方法 


デジタル表示(エラー表示)の見方 


■ 


★ス I ブの運転中に異常び起こり消火した蠕合、下記のよラに、デジタル表示部に r エラー表示」しま 
すので処置をして < ださい。 


_ ii フー表の 


参電源プラグの差し込みを確認し、再点乂 
操作をしてください。 


■■ 


♦点火安全装置び作動しました 


原因不明の場合は販売店または別紙のお 
客様相談窓口一覧まで連絡してください 


>巧震自動消义装置び作動しました。 


作動した原因を取0除さ、再点乂操作を 
してください。 


>運転中に消义しました< 
♦送油経路の異常です。 


参販売店または別紙のお客様相談窓□—覧 
まで連絡してくだごい。 


>燃焼用送風機び故障しました。 


参販売店または別紙のお客様相談窓口一覧 
まで連絡してくだごい。 


♦過熱防止装置び作動しました。 


•本体温度び充分下びるのを待って、ファ 
ンフィルターを掃除し、再点火操作をし 
てください。 


>バーナーヴー5スタび断線しました。 
>ノ ':ーナー内に灯油び溜まりました。 


参販売店または別紙のお客様相談窓口一覧 
まで連絡して < ださい。 


参着义ミスを3回しました。 


>販売店または別紙のお客様相談窓ロー寶 
まで連絡して < ださい。 


♦排気筒がはずれました。 


參排気筒を点検して接続を確認し、再点火 
操作をして < ださい。 


♦室温び3的:政上になりました。 

参温度センサーの取り付け位置びよ< 
ありません。 


♦温度センヴーの取り付け位置を確認し、 
適切な位置に移動させて < ださい。 


•室温び一10む切下になりました。 

参温度センサーの不良、断線、または 
配線抜けです。 


>販売店または別紙のお客様相談窓口一覧 
まで連絡してください。 






部品交換のしかた 


A ま 忌' 


1★分解修理の禁止1 

故障、破損した百使用しないでください。 

不完全な修理は、危険です。 分 gg 禁止 



短期間に消耗する部品は特にありまはんび、定油面器、燃焼 U ング、点火ヒーター、パッキンなど 
の交換部品び必要な場合は、お買求めになった販売店にご相談ください。 

★部品交換の隙は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品政がを使用して万一故障や 
事故が発生した場合、当社は責任を負いかねます。 


不完全な修理は危険です。修理をお受けになる場合は、財団法人日本ち油燃焼機器保守協会でおこ 

なラ技術管理講習食修了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 

_ ) 


保管のしかた(長期間使用しない場合） 

♦ストーブを保管する場含は、1日ぺージ [F 常の 点 お.手 入れ 1の項を参照して、ス!-ーブの手入 
れをしてか5保管してください。又いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

♦格納-保管場所は、湿気-乂気-高温などの悪い影響のおよびにくい巧であって、しかをストー 
プの上には重量物をのせたり、人び秉ったりしないよラ配慮してくだごい。 

1 ス I ブを長期間使用しないで保管ずるときは、がず電源プラグをコンセントか 5 抜く。 

I ♦ストーブを使用する季節が終り格納するとさは、油タンクの灯油を市販の給油ポンプで全部抜き 
取り、を油面器のストレーナーち取り出しての■油で洗浄する。 （16 ページ参照） 

. -お願い-^ 

油タンクの灯油を抜くと去は、送油管のI灯油を完全に抜いてください。な油げ残っていると 翌 シー 
ズンに使用するとき、つまってな油び流れなくなります。 （目ページ参照） 

9ス I -ープや油タンクの表面をふく。 

^ •固くしぼった鶏れ雑巾や、薄めた中性洗剤でミちれを取り、乾いた巧で水気をみを取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでみくのはおやめください。塗装び変色したり、危険です。 

9本体にほこりがたまらないよう、適当なカバーをかける。 


お手入れ•アフタ—ヴービス 


附属品と「取巧説明書」-「工事説明書」-「保証書」も紛失しないよう同時に保管しておく。 
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型式の呼び 
種 類 

点乂 ち 式 
使 用 燃 料 


燃 焼 状 態 


燃^料消費量 
発熱量 


M _ 迎 _^ 

暖房 出力 


外形 寸法 

_M _ 1 

電源輩圧议び周波数 
定格 消 費電力 
給排気筒の型式の呼び 
給排気筒呼び径 
給排気筒 壁貫通部孔径 
排—気 温 度 
電流ヒューズ 
ま 全 装置 


F 卜3己 9( E ) ( N ) 

密閉式 石油ストーブ•ポット式•強制給排気形•強制対流形 _ 

も知； 7T (火 ___ 

口油 （ J に1号）_ _ 

大 ！~ 最 ル 


_ 0.396 L/h _^ 日.120 L/h 

_ 14650 kJ/h ___ 4445 kJ/h 

_86.0%__ 80.0% ' 

_ 3.50 kW r 0.988 kW 

高さ已日 3 mm •幅 43 日 mm •與行 345 mm 置台を含む） 

約 _14 k 旨 _ ] -— 

100 V 50/60 HZ _ _ 

最大消費電力 680/680 W (点乂巧)期に短時間発生）•燃焼時29/2目 W 


FFP -320 ^ _ 

D 39 ___— 

7日〜8日 mm 
2目日でし U 下 
4 A 

巧震自動消 乂装置 • 点火安全装置 • 停電 安全装置 • 過熱防 止装置 • 燃焼制御 装置 
置台 （1 個）•柱固定金具 （1 セット）•標準給排気筒セット•スペーヴーり個） • 

木ねじ （1 本）•リモコン取付け用木ねじ （4 本）•金属製送油管 （2 .日 m ) • 

ゴム製送油管 （1 本）•ホースバンド(ル）じ個） 




給排気筒トップ 


点义 ヒーター 


フアン モーター 


ブ□ア モーター 


電磁ポンプ 



過熱防止装置 


巧震自動消火装置 


給気サー S スタ 


温度サー S スタ 
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アフターサービス 

候誌1^^を 

♦添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
内容をご確認のラえ大切に保管してください。 

女保証期間はお買い上げの日より1年間です。 

瞬を依頼!"1;と司 

♦故障■異常の見分けかたと処置方法 (18 ぺージ)に従って、お調べください。直らないとをは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを振いてから、お質上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いただをたい内容は次の通りでず。 

①品名… FF 式石油暖房磯(密閉式石油ス I -ープ） 

③型式の呼び… FF -3 日 9( E ) ( N ) 

③お買上げ年月日 

@故障のが況(できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ.電話番号 

•修理に際しましては、保証書をご提示<ださい。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただき 
ます。 

♦保証期間び過ぎているとさは、修理すれば使用でさる蠕合には、ご希望によ0有料で修理させていただ 
さまず。 

♦修理料金は、技術料，部品代.出張料などで構成されています。 

' - ^ 
この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-を意事項および通常使用に反し 

て使巧された塌合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 

\ ___ 

I 補修用性能部品について I 

★密閉式 (FF 式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧ち切り後7年でず。 

♦捕修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

1転居される場有 I 


♦このストーブは電源周波数5日、孤 Hz とを同一仕様です。 

★電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけまずび、高地(標高1日弧 m 政上)では使 
用でさません。 


A ま后、 

1 ★分解穆達わ禁出 

故障、破損したら使用しないでください。 



不完全な修理は、危険です。 

分解禁止 

ノ 


I 故_晴邊鸣際を逼絡を I 

アフターサービスについてわか6ない場合は、お買い求めの販売店、または、もよりのIお客様相談雨 
(別紙参照)までお問い合わせください。 










据付けや移動工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 

♦据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する巧術基準などのまをの基準があります。工事説明 
書の r を全のために必ずお守り<ださい」をお読みになり、販売店又は据付業者とよくご相談してくださ 
い。 

♦標準据付け例については工事説明書を参照してください。 



♦積雪の多い地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないような取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで、不究全燃焼を起こすことがありまず。 


据付け後の確認 _ 

♦据付けが終りました5、をラー度、工事説明書の r 巧をのためにがずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付けられているかどラかを確認してください。 


を!^ 

















据付けについて 


試運転 


♦試運乾は、販売店又は据付業着とご一緒に必ずおこなってください。 


1 油タンクに丹油が巧分入つており、油タンク■ストーブ各部に油漏れびないかどうかを確かめてくだ 
さい。 

2 電源プラグびコンセントにさしこんであるか 
確認してください。 

〇定;油厨器のリセットボタンを押してください。 \ 


U セツトボタン/ 


運転開始手順 

♦ 8 ぺージの I 使ラ前 の準備 I 、11ぺージの使用方法に従って運転させてください。 

初期運転時の異常現象 

•開こんして初めて使用したとさ、防鐘油とか塗料やほこりび乾燥したり、焼けたりずることによっ 
てストーブか5、約2日分間位煙やにおいび出ることびあ0ますび、ご使巧には全く支障はありませ 
Aj 。 

♦送油管の途中び山形になったり、をつれたりしていますと、送油管の中に空気びたまって油び流れな 
いことがありまず。日ページ teffeg わおおかち居> に従って谋油管の中の巧気をホいてくだホい。 

正常運転の目ま 

•正常運転時のバーナーの炎の色は、黄火びとをどさまじる青炎でず。 


A 消火の手順 

1参巧ページ〇_ 肖义 I に従って消乂操作をしてください< 


[運転準備] 


^転] 


空気巧をの方ミ去 



ぶ 





FF -359( E )( N ) 取扱説明書 



お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

FF -3 已 9( E )( N ) 

お買上げ年月曰 

年 

巧 

曰 

お買上げ店を 


(電話番号） （ 

) 

— 

J 


株式会社 1-31 -呈 

本 社 名ち屋市瑞穂区桃園町5番17号干467- 0855 

TEL . 052-822-1144 FAX . 052-822-2742 


反 




巧巧を tt トヨト S はな垣巧ちの一巧としてこのおの説巧«は再を巧を®用していまず。 


五みプだを《 :〇〇%两ま64任巧 







